
 

 

 

千歳市立北進小中学校学校だより 第 9 号 №753 令和 5 年 11 月 2９日（水） 

 

 

 

 

 

 

めざす子ども像 「たしかに学ぶ子」「かかわりをもてる子」「たくましく生きる子」 

重点「かかわりを通して学び、主体的に未来を生き抜く子どもの育成～「かかわる」「つなげる」「ひろげる」で子どもたちの未来を見守る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 校長 野澤孝志 
 

 

 新型コロナが５類となり、4 年ぶりに人数制限のない学芸発表

会を 11 月 18 日(土)に開催することができました。第１部小学

部、第２部中学部と、どのステージでも全ての子どもたちが自分

の役割を全うし、主役となって活躍したおかげで、感動の学芸発

表会は無事に幕を閉じました。 

あらためまして、第 52 回北進小中学校学芸発表会には、保護

者の皆様、学校運営協議会委員の皆様、地域学校協働活動ボランティアの皆様、北進青年学

級の皆様等、たくさんの皆様に参観、応援いただき、大成功で終えることができました。 

今年度の学芸発表会の取組の中で、私が一番印象に残ったのは総練習も兼ねて行われた 15

日の児童生徒公開の子どもたちの姿です。北進小中学校の学芸発表会は、小学部が前半の第

1 部、中学部が後半の第 2 部に分かれて実施しています。そのため小・中学生がお互いの発

表を見られるのは、この公開日だけです。 

前半の小学生の発表をしっかりと鑑賞し、最後には盛大な拍手で盛り上げる中学生の姿。

後半の中学生の発表、とくに和太鼓演奏が終わった瞬間、「すごい、すごすぎる」「カッコい

い！！」と、心から称賛する小学生の姿。児童生徒感想で、代表生徒が「みんなとても頑張っ

ていました。自信をもって当日も頑張って下さい。きっと成功します。」といった言葉に、こ

の会の成功を確信していました。そして、本番では、みごとに児童生徒公開での反省を活か

し、最高の演技、最高の演奏、最高の発表をステージ上で表現し、すべての子ども達がきら

きらと輝いて見えました。 

学芸発表会の終了に合わせたかのように、景色は秋から冬へと徐々に変わりつつあります。

ついこの間まで夏の猛暑に悩まされていたのが嘘のようです。北進小中学校のグラウンドを

紅葉で彩ってきた木の葉も落ち、北進のグラウンドのマスコットのリスも、冬の準備を始め

たのでしょうか最近は姿を見かけなくなりました。そんな中でも、北進の小中学生は寒さに

負けず元気に外あそびに汗を流しています。実にたくましく見えて、とても嬉しく感じます。 

ここから冬休み前日と重なる 12 月 22 日の冬至までは日が短くなり、冬が近づき日中の

活動時間も制限されます。学芸発表会という大きな行事、節目の日を終えて、子どもたちは、

また日常の生活に戻ります。小学生や中学 1、2 年生は次の学年に向けての目標づくり、中

学生 3 年生は高校入試に向けての準備が始まります。次なる目標のステージを充実させるた

めにも、これからも、日々の学校生活を充実させていきたいと思います。 




